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Abstract : Increasingly, inadequate organization of information 
in the creation of websites for small and medium-sized 
businesses results in websites that are difficult for users and 
operators to handle. Therefore, we attempted to create easy-to-
use product information pages by organizing information using 

a database and designing screens based on the priority of 
necessary information for users. The purpose of each page 
visited by each user and how the information is displayed and 
guided will be important in the creation of product information 
pages. 
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1. はじめに 
近年、様々な企業がホームページ上で製品情報を掲載する事

例が増えてきている。この時、大企業であれば専属の担当者が
つき、情報整理および掲出方法について多くの時間を割いて細
かく吟味するため、多くの事例において上手に情報整理が出来
ている。その中で、中小規模の企業ではウェブサイトの制作自
体を、専門の知識を持たない間接部門の人間が本業の合間に担
当することが多い。そのため情報整理が不十分であり、利用者
側、運営側が共に扱いづらいウェブサイトとなってしまう事例
が多々ある。要因のひとつとして、「データベース的に情報を整
理し、利用者にとって必要とされる情報を考え、それらの優先
順位に基づいて画面を設計する」という一連の考えが欠如して
いることが考えられる。 

 
2. 目的 
本研究では、実際にウェブサイトの情報掲出において問題を

抱えている企業である太洋塗料株式会社（以下、太洋塗料）と
協力のもと、「情報整理からウェブサイト構築までの一連の流れ
を実践し、その上でこれらの手順ならびに考え方を『ウェブサ
イト製作ガイドライン』としてまとめる」ことで、ウェブサイ
ト制作や情報整理の知識・技術が乏しい人に対して、容易に実
施可能となるガイドラインの構築を目指す。 
 
3. 方法 
本研究では、太洋塗料のウェブサイトの内、「カタログ・資料」

のページを対象として情報整理を行う。方法については、以下
手順において研究を実施する。 
1. 太洋塗料の「カタログ・資料」のページの情報整理を行

い、利用者が使いやすいサイトにする 
A) 太洋塗料の現在のウェブサイトの調査 
B) 他企業のウェブサイトと、利用者が必要とする情報

の調査 
C) 情報整理を行ったウェブサイトの制作 

2. 1.で得た知見をもとにガイドラインを作成する 
A) ウェブサイト制作における必要・不必要な作業を分

析、整理する 
B) ウェブサイト制作における作業の簡略化 
C) ガイドラインの構築、検証、修正 

 

４．経過 
4.1 ウェブサイト制作に関する調査 
太洋塗料のウェブサイトの問題点として、製品パンフレット

をダウンロードしないと製品の情報を詳しく知ることができな
いという問題があり、利用者が製品を探すために必要となる情
報の表示が足りないと考えられる。そこで、太洋塗料のウェブ
サイトに添付されていた製品一覧を、Notion のデータベースを
用いて整理し、塗料にはどのような情報があるのかを調査した
（図 1）。 
 

  

また、他社の塗料メーカーのウェブサイトとの比較や、実際
に塗料を探すプロセスを踏むことで、プロトタイプに必要な機
能の検討や、載せるべき情報の調査を行った。 
 
4.2 ウェブサイトのプロトタイプ制作 
 これまでの調査をもとに、Figma を用いて太洋塗料の「カタ
ログ・資料」のページのプロトタイプを制作していく。 
目的の製品を探すことを補助する機能として、条件指定によ

る絞り込み検索が有効であると考えられる。そこで、画面左側
に絞り込み検索、中央に製品一覧を表示し、条件を指定した時
点でその条件に当てはまった製品を表示させるという画面設計
を行った。また、より製品のイメージを伝えやすくするために、
塗装後をイメージした画像を載せたプロトタイプの制作も行っ
た（図 2）。 
しかし、どちらのプロトタイプも絞り込み機能の項目の情報

粒度の違いや、同じ情報を重複して表示していることから一画

図１ 製品一覧のデータベース 
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面に占める情報量が多くなってしまい、利用者が扱いやすい理
想的なウェブサイトであるとはいえないと考えられる。 
 
4.3 プロトタイプの改善 
 プロトタイプの改善を行うために、コンセプトの再検討や太
洋塗料への追加のヒアリングを行った。 
 ヒアリングの結果、太洋塗料の製品を扱う主な利用者は卸売
業者、塗装業者、施主であることが分かった。また、ウェブサ
イト以外に塗料の製品情報を手に入れる手段として製品カタロ
グとラベルがあり、三者の利用者側が主に利用する媒体が、 
 
 ウェブサイト：卸売業者、施主 
 カタログ：卸売業者、塗装業者 
 ラベル：塗装業者 
 
であることが分かった。これより、卸売業者や施主はウェブサ
イトで製品を探してからカタログを見るという手順を踏むため、
ウェブサイトですぐに探したい情報、カタログでより詳しい情
報を得られるような画面設計を行うことで、ウェブサイト、カ
タログにそれぞれ異なった役割を持たせることができると考え
られる（図 3）。 
 そこで、条件に合う製品を一覧で表示する「製品一覧ページ」
と、製品ごとに詳細な情報を載せる「製品詳細ページ」のプロ
トタイプの制作を行った。製品一覧ページでは、利用者が「太
洋塗料の製品の中から条件に合った製品を探す」の段階として
画面設計を行った（図 4）。絞り込み検索機能の項目については、

卸売業者や施主にとって優先度が高いと考えられる「用途」、
「樹脂」、「機能」に絞った。また、同じ条件の中で製品同士を
比較する際に必要になると考えられる「工程」などの情報を製
品ごとに掲載した。 
 製品ごとに用意する製品詳細ページでは、製品一覧ページで
表示した情報に加えて、製品の具体的な説明や被塗物の写真を
載せることでその製品が利用者に何をもたらしてくれるのかを
伝える役割を持たせている（図 5）。下部の方には、用途や工程
といった施主向けの情報を配置し、さらに詳しく製品の情報を
知りたい人や、塗装業者の方に向けて製品カタログをダウンロ
ードすることができるようになっている。 
 各利用者が訪れているページごとにどのような目的を持って
いて、どのように情報を表示して誘導していくのかが、製品情
報ページを制作する上で重要になってくると考えられる。 
 
５．まとめ 
 今回の研究を通して、データベースを活用したウェブプロト
タイプを考案したことで、情報の優先度に基づいて画面を設計
するという目的を果たすことができた。しかし設定した情報の
優先度と、実際に利用者が求めている情報の優先度にどのくら
い誤差があるのかを検証することはできなかった。また、ガイ
ドラインの制作までにも至らなかったため、今後検証を重ねて
構築していく必要がある。 

図 2 被塗物の画像を含めたプロトタイプ 
 

図 3 製品情報ページの段階設計 
 
 

図 4 製品一覧ページのプロトタイプ 

図 5 製品詳細ページのプロトタイプ 
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